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2.1  保存と収集 
サクラソウ園芸品種のコレクション数は、開学当
時の 1980 年代では 30 品種、その後 1990 年代に









現在、当センターでは 1 品種 4 鉢で栽培してお
り、1280 鉢を超えるサクラソウ園芸品種を管理して
いる。 
2.2  栽培 
当センターにおけるサクラソウの栽培暦を図 1 
に示した。1 月に用土(小粒の赤玉土：鹿沼土：腐葉
土＝ 3 ： 3 ： 4、中粒のマグァンプ K((株)ハイポ








さ 3 cm 程度に覆土する。さらに、増し土をするた
めのウォータースペース(灌水の際に水が溜まる場





2.3  品種維持の問題点と対策 
サクラソウ品種には花色・花形・咲き方が極めて
類似した品種があり、同定が難しい。320 品種もの
サクラソウを一箇所で集中して栽培する際、ラベル
落ちと植付け時の混植、こぼれた種子の発芽や切れ
た根による繁殖に注意を払う必要がある。また、芽
分け・植付け作業は 2 月に集中するため人員とその
作業スペースの確保も難しい。 
これら問題の対策として、以下のことに注意をし
て作業を行っている。①導入した品種は、花を確認
してから当センターのコレクションに加えている。
②鉢ごとに通常の挿しラベルと鉢底ラベルの 2 つ
を付け、風や鉢の倒伏等で挿しラベルが無くなった
場合でも鉢底ラベルで品種の確認ができるようにし
ている。③芽分け・植付け時には作業者同士の間隔
をあけて作業し、複数の品種を扱う中で次の品種を
やる時は残った芽や根、古い土などが無い状態にし
てから次の作業を始めることで混植を防いでいる。
④花が終わったら結実しないよう直ちに摘花をして
いる。 
サクラソウの花は個体によって変異を起こすこと
がある。そのため、正確な品種保存をするためには、
花が咲き揃った 5 月に花の形質確認を行い、花の変
異が確認されたら、直ちに移植を行い廃棄している。 
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